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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的に鑑みて、研究期間中は、日本国内だけではなく、中国国内で政策分
析のための档案閲覧と収集、言説分析のための新聞・雑誌記事などの収集と整理、および、支援団体と当事者ら
にインタビュー調査を実施した。これらの調査活動で得たデータをも参照して、中国帰国者をめぐる中国側の包
摂と排除の力学、および、当事者らの境界文化の実態を明らかにしつつ、雑誌論文8件、学会発表等12件、図書4
件（うち単著1件）を公表した。これらの研究活動を通じて、東アジアをめぐるポストコロニアルと人の移動に
関する国際的な研究プロジェクトを構築するための基盤をも培ってきたのである。

研究成果の概要（英文）：   In view of the purpose of this study, I conducted a survey to collecting 
and organizing DangAn(Public records in China) and magazine article for policy analyses and 
discourse  analyses, and interviewed support groups and person concerned during study period. 
Referring to the data which I obtained by these research activities, I announced 8 magazine 
articles, presentations at the academic conference 12 times, published 4 books, and clarifying about
 the actual situation of the dynamics of subsumption and the exclusion of the China side around 
Chugoku kikokusya(Chinese returnees) and their border cultures. Through these research activities, I
 cultivated a base for construction of a future international research project about 
post-colonialism and movement of the person around the East Asia. 
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１．研究開始当初の背景  

 現代のグローバリゼーション時代において
は、人々の越境的移動が活発化する一方、そ
れをめぐる管理体制も強化されつつある。こ
うした背景に鑑み、本研究は、「日本人」と
して生まれながらも、日本と中国の政策と社
会的包摂・排除によって、中国での残留を強
いられ、日本に永住帰国してから、エスニッ
クグループとして顕在化していった「中国帰
国者」に焦点を定めて、研究を行う。 
 中国帰国者とは1972年の日中国交正常化以
後に、日本へ永住(帰国)・定住するようにな
った中国残留日本人とその家族のことを指し
ている。日本の中国帰国者研究は、蘭信三
(1994)『満洲移民の歴史社会学』の上梓を契
機に注目されるようになったが、本格的な研
究が公刊されたのは2000年に入ってからであ
る(蘭信三編(2000)『中国帰国者の生活世界』、
呉万虹(2004)『中国残留日本人の研究』、張
嵐(2011)『中国残留孤児の社会学』)。これら
の研究によって、中国帰国者理解が深められ
たが、中国社会におけるその生活実態の解明
は必ずしも十分ではない。こうした研究状況
を埋めつつ、さらなる総合的な研究を目指し
て、本研究課題を設定したのである。 
 
 
２．研究の目的 

 本研究課題の全体構想は、中国帰国者の包
摂と排除に関する総合的研究を目指して、そ
の境界文化の日中両国の国家・地域間、世代
間と男女間の比較社会学的分析を行うこと
である。そのため、申請者がこれまで日本で
の研究調査実績を参照しつつ、中国でも同様
の調査を実施する。具体的には、中国政府と
社会の包摂と排除のメカニズムを明らかに
するために、関連政策とまなざしの文献資料
調査や、当事者と親族および関係者への聞取
り調査を行う。最終的には、本研究課題の遂
行を通じて、中国帰国者の境界文化の特質性
や、個別性と多様性を明らかにしたうえで、
グローバル時代における人の移動をめぐる
力学の解明と、多文化共生社会構築に関する
新たな知見の析出を目指す。 
 
３．研究の方法 

 調査方法としては、文献資料の収集・分析
や、質問紙を用いた半構造化されたインタビ
ュー調査を用いる。インタビュー対象者は中
国帰国者当事者とその親族のほか、行政と支
援団体の関係者を中心に、機縁法により行う。 
 
 
４．研究成果 

 本研究期間中は、研究目的に沿って、日本
国内だけではなく、中国国内で政策分析のた
めの档案閲覧と収集、言説分析のための新
聞・雑誌記事などの収集と整理、および、支
援団体と当事者らにインタビュー調査を実
施した。これらの調査活動を通じて、中国帰
国者をめぐる中国側の包摂と排除の力学、お
よび、当事者らの境界文化の実態を明らかに
した。なお档案資料の閲覧が近年厳しく制限
されているため、必ずしも予定通りに完遂で
きたわけではない。今後の課題として、档案
資料の更なる調査を通じて、本研究課題のテ
ーマをさらに深めていく予定である。 
 以上の調査活動で得たデータをも参照し
て、研究期間中においては、雑誌論文 8 件、
学会発表等 12 件、図書 4件（うち単著 1件）
を公表した。これらの成果公表活動からも明
らかなように、日本国内だけではなく、中国
と台湾、そして韓国の研究者とも学術交流を
積み重ねてきている。台湾と韓国でも予備的
な調査を行い、東アジアをめぐるポストコロ
ニアルと人の移動に関する国際的な研究プ
ロジェクトを構築するための基盤をも培っ
てきたのである。  
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